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～池新田高校は、101年目の新たなスタートを切りました～ 

●修学旅行に行ってきました 12月６日（日）～９日（水） 
 コロナ禍で実施が懸念されていました修学旅行ですが、県の手引きに従い、当初予定されていた

感染者の多い沖縄と九州から中国・四国地方へのコースに切り替えて実施することができました。 

１日目 広島平和祈念公園、厳島神社         ２日目 松山城、道後温泉 

３日目 香川うどん作り体験、金刀比羅宮、四国水族館 ４日目 倉敷美観地区 

〇戦争や原爆を知らない世代だからこそ、被爆者から話が聞けて貴重な体験ができました。「アク

ションを起こさなければ平和にならない」という言葉が心に残り、現状に満足せず、さらに平和

にしていくために今からでも行動していきたいと思いました。（松本愛絵 浜岡中出身） 

〇金刀比羅宮では奥社まで 1368 段を登り切りました。急で大変でしたが、良い景色を見ることが

できました。（黒田知奈 岳洋中出身） 

〇岡山は桃太郎、倉敷は日本のデニム発祥の地です。美観地区にはこれらを誇るようにきび団子や

デニム製品を目にしました。伝統を大切に継いでいこうという心が見える貴重な一日でした。

（仲田天真 御前崎中出身） 

 

◆芸術鑑賞会 12月 18日（金）御前崎市民会館 
演劇「ゆずり葉の季節」劇団たんぽぽ 
感染症対策について県の手引きに従って実施しました。県内の

劇団にお願いし、生徒を午前と午後の部に分け、座席をあけて換

気扇に加えてドアを開放して行いました。 

おばあさんががんにかかり、その余命を家族と過ごす日々につ

いて、家族の軋轢と愛情をそれぞれの立場からとらえた作品で、

生徒は心を打たれ人生と家族について考えさせられました。 

 

◆砂丘清掃 12月 18日（金） 
おまえざき教育振興協議会との合同行事で浜岡砂丘の清掃活動に生徒約

110 名が参加しました。冷たい強風で砂が舞う中、有志の生徒たちは地域

住民の方々と砂丘をきれいにしました。 

 

◆球技大会 12月 21日（月） 
男子はサッカー、女子はバスケット

ボールを学年ごとクラス総当たりで対

戦しました。上級生になるほどレベル

の高い試合が行われ、どのクラスも友

情の輪が広がりました。 

サッカー1 位 14，22，33HR 

バスケ 1 位 12，23，33HR 

厳島神社 金刀比羅宮 道後温泉 



◆防災訓練  
12月 22日（火） 

地震と火災に備え、1 年

は消火訓練、２年は起震車

体験、３年はスモークハウ

ス体験をしました。 

 

◆中学生学校説明会 12月 12日（土） 
今年度最後の学校説明会に多くの皆様に御参加いただき、ありがとうございました。中学生か

らは「自分が成長できる、自立させてくれる学校という印象を持った」「イメージが変わった」

保護者からは「挨拶が素晴らしく、教育に熱心な気持ちがわかった」などの感想がありました。 

 

◆池新田高校グランドデザイン 
校訓、学校教育目標に基づき、どんな教育活動を通してどのような力をつけ、どのような生徒

を育てていくかという本校のグランドデザインが完成しました。池新田高校では、「やり抜く

力」「認める力」「律する力」（池高３本の矢(Three Arrows)）をつけ、「自ら考え行動し、共

創する生徒」を育ててまいります。 
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